
予算要求資料
令和２年度当初予算　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費
	事業名　東美濃歴史街道観光振興事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　商工労働部 観光国際局 観光企画課 観光資源係　電話番号：058-272-1111（内3058）

　　　　　　　                         E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　20,000千円（前年度予算額：20,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	20,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	20,000

	要求額
	20,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	20,000

	決定額
	20,000
	10,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
リニア中央新幹線開業を見据えた観光振興については、沿線の主要観光資源の一つとして、「岐阜の宝もの」や「明日の宝もの」に選定されるとともに地元の意欲的な取組みが行われ、周遊観光資源として極めて有望である岩村、明智、恵那峡などについて、「恵那市グランドデザイン」に基づき恵那市が実施する誘客事業に対して岩村地区を中心に平成２６年度より支援を行ってきたところである。
こうした中、これまでの取組をより深化させるため、県とリニア中央新幹線沿線の観光協会・市町による「東美濃歴史街道協議会」が平成２９年に発足され、エリアの面的な周遊滞在事業を進めている。そのため、「東美濃歴史街道」エリアにおける周遊滞在型観光に資する取組みに助成することにより、「東美濃歴史街道」の魅力ある観光地づくりを重点的に支援する。
（２）事業内容

   ○東美濃歴史街道観光振興事業費補助金（20,000千円）

　　　・補助対象事業：「東美濃歴史街道」エリアの周遊滞在型観光に資する取組み
（３）県負担・補助率の考え方

「東美濃歴史街道」エリアの周遊滞在を支援するものであり、県補助率を１／２とする。
（４）類似事業の有無
      無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	20,000
	「東美濃歴史街道」エリアの周遊滞在型観光に資する取組み

	合計
	20,000
	


	　決定額の考え方　

　財源については、国庫支出金を活用することとします。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
「清流の国ぎふ」創生総合戦略

３　地域にあふれる魅力と活力づくり

（2）次世代を見据えた産業の振興
④観光産業の基幹産業化

岐阜県観光振興プラン
（２）事業主体及びその妥当性
　　　当事業については、「東美濃歴史街道」の周遊滞在促進事業に対して支援をすることから対象は、(a)市町村、(b) 観光関連事業者等で構成される協議会とする。
県単独補助金事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	東美濃歴史街道観光振興事業費補助金

	補助事業者（団体）
	市町村又は観光関連事業者等で構成される協議会等
（理由）
リニア中央新幹線開業を見据え、「東美濃歴史街道」沿線の観光協会・市町・県が一体となり観光振興に取り組み、魅力ある観光地づくりと観光交流人口の拡大を図るため。

	補助事業の概要
	（目的）
周遊滞在型観光の推進

（内容）
複数市町に跨る広域エリアでの地域資源を活用した取組を支援

	補助率・補助単価等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（内容）１／２
（理由）
「東美濃歴史街道」沿線の観光交流人この拡大を図るため。

	補助効果
	

	終期の設定
	終期　令和２年度

（理由）「岐阜県成長・雇用戦略２０１７」の終期まで


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか

　リニア中央新幹線完成後、岐阜県の玄関口となる「東美濃歴史街道」沿線で、複数の観光地を訪問及び宿泊地で宿泊できる体制を整える。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前

(H25年度末)
	目標

（R2年度末)
	目標

(終期)

	1 観光消費の経済波及効果
	2,658億円
	3,500億円
	

	2 観光入込客数（実数）
	3,844万人
	4,600万人
	


	
	H28年度
	H29年度
	H30年度
	R元年度
	R2年度

（要求）

	補助金交付実績
	48,687千円
	9,922千円
	16,440千円
	(予算額)

21,000千円
	(要求額)

24,000千円

	指標①目標
	3,500億円
	3,500億円
	5,000億円
	5,000億円
	5,000億円

	指標①実績
	3,113億円
	2,818億円
	4,172億円
	(推計値)


	(推計値)



	指標①達成率
	103.7％
	93.9％
	83.4％
	(推計値)
％
	(推計値)
％

	指標②目標
	4,600万人
	4,600万人
	4,600万人
	4,600万人
	4,600万人

	指標②実績
	4,696万人
	4,556万人
	4,603万人
	(推計値)


	(推計値)



	指標②達成率
	104.3％
	99.0％
	100.1％
	(推計値)
％
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	周遊観光資源体験プログラムの造成や観光プロモーション等により、今後さらなる集客効果が見込まれる。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
周遊観光の中核として、県内での滞在時間や宿泊日数を高めるため、「東美濃歴史街道」エリア内における滞在型プラン等を拡充していく。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
○
	２０２７年のリニア中央新幹線開業など交通インフラの充実が進む中、これを観光誘客の拡大に最大限活かしていくため、沿線で周遊観光資源として有望である地域への支援を実施していく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)
○
	実施主体への補助という実施方法により、主体性が保たれているとともに、作業や時間等の効率化が図られている。


（事業の見直し検討）

	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）

２０２７年のリニア中央新幹線開業など交通インフラの充実が進む中、これを観光誘客の拡大に最大限活かしていくため、沿線で周遊観光資源として有望である地域への支援を実施していく必要がある。


